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～おもしろい学校づくりで考えて行動する子供の育成～

学校教育目標 「強く 明るく やりぬく子」

旭川市立陵雲小学校

合い言葉は『友達とともに きらきらぐんぐん 取り組む子供』504名の笑顔の子供

旭川市立陵雲小学校 校長 甲斐信太郎

４月７日，本年度の学校生活が始まりました。９９名の１年生，３名の転入児童を含めて５０４名の子供た

ち，１２名の転入職員を含めた教職員５４名でのスタートです。

今年の重点目標は，『自ら進んで，考え判断して行動できる子』です。今年の学校のめあては，次の２点で

す。「やる気を出すこと」と「みんなで力を合わせること」です。自分事として取り組み，友達と力を合わせ

る陵雲小っ子のよさをもっと引き出せるように，昨年度よりも友達と協力したり考えを高め合ったり，認め合

ったりする力や態度の育ちを求めることが全校共通のテーマです。

学び合いや認め合いを通して，子供たちの自信を一層高め，生き生きとした陵雲小っ子の笑顔のために，保

護者や地域の皆様の期待にお応えできますよう，今年も教職員全員で指導の充実に当たります。本校教育への

温かい御理解と御支援を本年もよろしくお願いいたします。

令和４年度は，「主体的な学びづくり」と「協働的な授業づくり」に焦点を当て，分かる授業づくりを中心

に，友達とともに思いや考えを出し合い，お互いの考えを認め合う授業づくりを工夫します。この主体性と協

働性に加えて，自分への自信へとつなげる教育を推進します。子供たち一人一人が自分の思いや力を出し合っ

て，生き生きと楽しく学び，成長できるよう教職員一同全力を尽くしてまいりますので，よろしくお願いしま

す。

どの教室でも安全・安心な学級を目指してスタート
～「困ったときは周りに相談する」子供100％を目指します！！～

陵雲小のストロングポイントは，①「真面目に頑張る」子供たち ②「温かい気持ちで」子供たちの育ちを

願い，学校に協力してくださる保護者の皆さん ③「熱意をもって」指導に当たる教職員の3点だと，日頃か

ら感じています。

「子供が友達とともに屈託のない笑顔を浮かべ，友達とともに育っていく学校」が私の強い願いです。幸い

なことに，学校アンケートの結果では，「学校が楽しい」と感じている子供は91％でした。保護者は94％でし

た。また，「努力すること」をいとわない子供が多いのが，陵雲小学校のすばらしい特長です。

基礎学力・体力を身に付ける指導，ルールを守る態度，学校や家庭での生活習慣指導は昨年のように取り組

みます。とりわけ，本校の問題の一つは，

家庭での生活リズム「夜ふかし」「携帯

やゲーム，ＴＶの時間が1日に１時間を

毎日超えるけれど，勉強や読書をしない」

等は，各家庭と力を合わせて改善してい

きたい課題です。

また，今年も「いじめが起きない」よ

うに，「不登校の子どもが生まれない」

ように，学校全体で真剣に取り組んでま

いりますし，善悪の判断を正しくできる

子供を育てる指導を続けてまいります。

特に子供への質問「自分で解決できない

困り事があるとき，親や先生，友達に相

談する」を100％にしたいと考えます。

■年度の重点目標

自ら進んで，考え判断し行動できる子
子供向け合い言葉「友達とともに《きらきら ぐんぐん》取り組む子供 」



しかし，成長過程にある幼い子供たちですから，けんか，いさかい，トラブルが起きないとは言えません。

本校では，子供の話や悩みをじっくりと聞くことをベースにして，トラブルの原因や経緯を子供とともに考え

たり，どうすれば解決できるか，二度と同じようなことが起きないのかを相談するなどして，子供自身の心の

解決力を育てることも基盤にしています。ですから，家庭で心配なことに気付いたならば，すぐに担任に相談

したりしてほしいと思います。相談が早ければ早いほど，出口への道が幾通りもつくれます。学校と家庭との

連携の面でも充実させたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。




